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<名古屋> 5月 27日 (金 )

テーマ ★ ラダックとザスカールの山旅

ところ ★ エア・インディア名古屋営業所
(名 古屋駅前 毎日ビル 7階 747号 )

<東 京> 6月 23日 (木 )

テーマ ★ 中央アジアとチベットをめぐる

(「中央アジァ・シレクロー可出版記念会1勧ねます)

ところ ★ 日本交通協会会議室・新国際ビル9階

(国電有楽町日比谷口、都庁南西角 )

<岐 阜> 7月 8日 (金 )

テーマ ★ アンナプルナ山麓の旅 (8%映画 )

ところ 

<登 山> 岐阜の集会終了後、大日岳への登山

を計画しています。 7月 10日 までの 2泊 3日 。

参加希望者は 6月 30日 までにHAJ名 古屋事務所

へお問い合せ下さい。

HAJ・ ヒマラヤ集会 (懇戦見通纂珍 HAJ・ ヒマラヤ調 査隊・ ツア ー

<ラダツク。カシミール>
◇8月 4日 発 19日 間 ,28日 間

カシミール・ ラダック自由 トレッキング

234(千円)(添乗員なし)

世界の屋根を行く 450仔円)(ガイ ドあり)

◇8月 7日 発 14日 間 372紆・円)(添乗員あり)

◇8月 7日 発 9日 間 372(千円)(  ″  )
東洋のスイス・ カシミール・バカンス旅行

<ネパール>
◇12月 25日 発 28日 間 212(千円)(フ  リ ー )

12月 26日 発 14日 間 348(千円)(添乗員あり )

12月 29日 発 8日 間 286(千円)(   ″   )
エベレストでお正月を・ ネパール・ トレック

※    ※    ※

詳しい日程表がありますのでお問合せ下さい。

上記の費用は52年 4月 1日 を基準としており、航

空機、現地の都合で予告なく変更することがあり

ます。

<ビスタリ・ クラプの集り>6月 4日 (土)～ 5日   (株 )ト ラベル・ ジャバン 

静岡県寸叉峡・ 費用 4,500円・ 申込は至急電話で  
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第 7回 東日本ヒマラヤ研究会 (予告 )6月 25日 0～ 26日   参加費 8,000円 (宿泊費・ 会議費他 )

場 所  秋田市大町 3丁 目 協同社大町 ビル ◇前夜祭 6月 24日 同 同一会場 映画会 (300円 )

日 程  第 1日 目 10時開会  ◇1976～1977の ヒマラヤ/日 本人とヒマラヤ/4レック・セミナー

◇パネル討議 ヒマラヤの可能性を探る/地域別情報交換会

第 2日 目 遠征組織論 (よ い遠征のために )/ヒ マラヤとシルクロードを駆ける 12時閉会

申込先  
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「 ヒ マ ラ ヤ 」 6月 号  目 次

ビルマにて…・……………・…・・………

ダージ リンの トレック・………̈ ……

カラコル ムの山旅……………………

くH&Sプラン>着々と実現に近づく

くH&Sプラン>イ ンド通信0^-0
く関係の機関・団体 その7>

ダージリンのヒマラヤ登山学校・

朝日セミナール・

「 シルクロード」を受講して ・…

日本大学ヌーリスタン踏査隊報告会 ・・…・12

シッキムの夕べ……………………・…… ・̈13

くヒマラヤ学入門 その47>
ヒマラヤ関係資料の入手方法―その 1… 14

くレスト′`ウス>
書評―セイロン島の密林遺跡 ・………

日本か らヒマラヤか ら・……………………

カシミールとラダックの旅 ・………………

「 ヒマラヤの彼方へ」講演と映画の会
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ビ ル マ に て

3月 14日 ラングーン 藤 井   1毅

3月 8日 にインドを出発 し、 ラングーンに着い

た。 ラングーンは静かな街で、カルカッタとの対

比がきゎだっている。

ラングーンではH&Sプ ランに関連 して、観光

局や関係のある役所をあたってみたが、北部 ビル

マよリイン ドヘ入域するとい う先例がないため、

観光目的では とても許可にならない とい うことで

あった。マ ングレイを越えて、北へ行けるのは、

メイ ミョウぐらいまでで、それより先の ミチナの

方へは「治安が悪い」ということで行けないよう

である。「軍隊と一緒に行動すれば行ける」と観

光局の役人はいっていたが、そのような許可がど

うして得られるか、難しいことであろう。

インドのように申請書がある訳でもなく、いわ

ば白紙の状態から出発しなければならない訳で、

どこから接触 してよいか分らない反面、思わぬと

ころから可能性が生れてくるかも知れないという

こともある。

仮に政府要人などとコンタクトをとったとして

も、何分、政治情報が入り組み、中央政府の統治

状態が悪い国であるから、それがかえって足かせ

となるかもわからない。

観光客が「治安が悪いため」という理由で行け

ないところは北部に限らず、南部の海岸部にもあ

る。

とにか く観光 ビザは 1週間 と限 られているので

この間に何 もかも摘むのは大変困難である。 しか

し、 ビルマはイ ンドとはまた違った興味ある国で

あるか転 いろいろと体験 してみたい と思っている。

「インド通信 」などでインドのホットなニュ

ースを送っていただいた藤井毅 (東京理事 )

は去る3月 29日 、約半年の海外調査を終えて

無事帰国されました。今後はこの経験を基に

東部ヒマラヤ研究会をますます盛り立ててい

ただく予定です。東部ヒマラヤ研究会に関心

のある方は 
藤井毅方同会へ問合せて下

さい。              (HAJ)

9" - > t) >A I v y )
1月 8日 ダージリン 伊  藤

1月 7日 、西郡氏 と会い、今 日HMIを 訪問 し

ま した。 テンジン氏 と会い、 カンジロパの報告書

を渡 しま した。今晩はテンジン氏宅に招待 されて

お ります。

1月 2日 ～ 1月 6日 までサ ンダクプー、 ファル

ー ト方面に藤井毅 さん と2人で トレッキ ングに出

ま した。

ルー トは、

1月 2日 ダージリンヘ́サンダクプー (タ クシ_6時間 )

1月 3日 サンダクプー～ファルート (歩 き ′′ )
1月 4日 ファルー ト～ラマン  ( ″  ″ )
1月 5日 ラマン～ ビジャンバ リ ( ″ ll時間 )

1月 6日 ビジャンバリ～ダージリン (タ クツー 1時間 )

で、往きはカンチ 。エベ レス トの山々が素晴 ら

しく、帰 りは部落か ら部落への道で大変おもしろ

く、よいルー トです。 日本人も何人かは歩いてい

るようですが、もっと紹介 してもよいでしょう。

宿泊施設は各所に整 ってお り、 トレッキ ングに

必要なものもほとんどダージリンで 手に入 ります。

トレッキ ング後、 1月 8日 の朝、藤井毅 さんと

は別れま した。

日本山岳会主催 。日本ヒマラヤ協会協賛で、こ

の秋第 1回 ヒマラヤ登山学校を開きます。遠征の

実務と登山 (東部ガルフール、タルコット6099れ )

を厳 しく指導します。定員 30名。

講師は、原真(マ カルー登攀隊長 )、 伊藤行人、

(ラ トック隊員 )、 小川信之 (ジ ャヌー隊員 )、

池沼慧 (パ ミール隊員 )、 沖允人 (イ ンドヒマラ

ヤ研究家 )な どに現地 KoP・ シャルマー(タ ルコッ

ト登頂者 )、 シェルバ10名 などを予定しています。

詳しい計画書 0要項があります。

期間 9月22日 ～10月 15日 (24日 間 )

費用は一切を含んで 54万 円

なお、第 2回は1978軍夏 、カシミールのヌンの予定。
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7月 22日

今 日は ABCへ 往復 したが、:リ エゾンも行 くと

い うので 3人で行 くことになった。 ところが 1日

行程だ とい うのに、彼は ピス トルとピッケル以外

は持って行かないとい う。だいたい 6時出発が コ

ックが 寝坊 したということでBC発 7時30分 で、

食糧は我 々が持ってい くことになった。それに彼

はいつぞやの捻挫を気に していた し、その調子を

見ることもあった。歩き初めてみると、彼 とて高

度には馴れないせいか息使いも荒 く、休みがちで

ぁった。ABC13時着。テントには誰もお らず、

そのかわ り留守番をかねて、エサをあさりにきた

小 さなネズ ミがいたのには驚 い て しまった。 幕

営地はオーガーの南壁をは じめ、遠 くはマ ンゴ●

グソールまで見える。そ してきれいな水の得 られ

る比較的良い場所であったが、モ レー ンといって

もす ぐ下は氷で、テントの中へ水が流れ込んでい

た。

見上げれば今日のオ‐―ガーは朝から神秘のヴェ

‐―ルを冠ったような姿であった。隊長の話だ と 8

月10日 頃を頂上アタックのめどとしていた。 カラ

コルム oビ アフォ氷河の最高峰オーガー。果 して

我 々の腕の中に、心の中にほほえんで くれるだろ

うか…………。

氷河は 1週間 といわず、 どんどん変っていった。

ABC附 近はスキーのグレンデにもなりそ うだっ

た氷雪原が、今では波のようなうね りができ、あ

ちこちにクレバスが出来ていた。体がすっぽ り入

って しまいそ うなものも 2、 3あ った し、きれい

な水をたたえた小さな池 も、 もうす ぐ姿 を消 しそ

うであった。 ウズンプラック氷河のスナウ トにあ

ったテーブルロックもだいぶ無 くなっている。A
BCの往復でいやなのは、朝渡れた川が午後には

増水 (ア フタヌー ン●フラッド)で 必ず 濡れな

くてはな らないことであった。岩のあり場所は解

っているので急な流れにちゅうちょはするものの

たいがいその場所を目がけてバチャンと行 くので

ある。朝は岩が相当露出 しているのが、 日中氷河

が溶けて 1つ の本流めがけて集まって、かな りの

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

カ ラ コ ル ム の 山 旅 (6)

<ヒ マ ラヤ紀行 >
河  西  俊  郎

増水となるのである。

オーガーの丘へひと登 りするとBCはす ぐそこ

であった。今日最後の荷上げで疲れが どっと出て

、ゆっくり歩いた。 もうす ぐ午後 6時。夕陽の中

であおいだオーガーはすでに雲の中であった。今

日は誰がABCへ 帰っただろうか………。

× × × × ×

氷河に積んだケル /

初めて荷上げに行 ったとき、行 く道 々、自分の

ために複雑なモレーン地帯を無駄な く、また安全

に歩 くために、分 り易い岩の上ヘケル ンを積んだ。

それも随分沢山きめ細かに積んだつもりであった。

さて、帰路、一人で下 ってきてモレー ン地帯へ入

ったが、なかなか自分の積んだケル ンが見当らな

くて 2度程あちこち迷 ってしまった。今日こそは

と、入念に台に した岩の色と反対の色の石を拾 っ

て分 りやす く積んでみた。 モレーンの中ではそれ

こそ岩だらけで、そ してあまりに広大で余程 うま

い位置、つまりそのケル ンが浮き出て見えるよう

に配慮 しないと、全 くどこにあるのか分 らなくな

って しまうのである。

今日は前回の経験 を生か していろいろ考えてみ

た。第 1に 、できるだけ回 りの岩よ りその岩が高

いこと。第 2に 、台に した岩 と積んだ石の色の組

合せ。第 3に 、ケル ンとケル ンの間隔や必要な場

所の選定などであった。 こうして随分 と幾つもの

ケル ンを積んでいったので皆より遅れてしまった。

ルー トの途中には、 ときどき赤い小旗を立てて

あったが、それは大 ざっぱであったからどうして

もケル ンが必要であった。積み終 ったケルンを振

り返 ってみると、あの くらい注意深 く積んだのに

もう分 らなかった りしてガッカリしたものであっ

た。

さて黄昏せまる頃、 イヤなモレーン地帯にきた。

はた して今朝の努力が実 を結んでくれるだろうか。

(つづ く )

急 告

-2-

当分の間、東京事務所は休みます。



<H&Sプラン>

着々と実現へ近づく

経過・計画第 2次案 。概要

2月 26日 ～27日 に東京・世田谷の会員 。今井千

代子さん宅で第 2回準備委員会を開催 した。詳細

については「 ヒマラヤ」6月 号のH&Sプ ラン特

集号でお知らせするが、ここではその概要などに

ついて記 し、皆さんのご協力とこの計画への多数

の参加を期待します。

経  過   現地調査

① 51年 9月  イランとその周辺について群井照和

が現地調査し、ダマバンド山、他の資料を得た。

イランについては問題はほとんどない。

③ 51年 8月 アフガニスタン地区を佐藤優が調査。

ワハンヘの入域の打信を今後も続ける。バーミ

ャン、他の旅行地の調査完了。

③ 51年 10月 ^52年 3月インド各地を藤井毅が詳 しく

調査。「 インド通信」として概要は報告済。

④ 52年 1月 伊東満がダージリン地区を調査、 ト

レッキングもおこなった。シッキム事情も掴む。

⑤ 52年 1月  ネパール各地を鈴木が調査、 トレッ

キングに関 しては充分な資料と情報を集めた。

ている。

② 8,000″ 峰登山  カンチェンジュンガ (8,598″ )

未踏のルー トから独創的な登 り方で登頂する計

画。 シッキム側か らの入山である点 も注 目される。

1978年末頃から偵察をくり返 臥  1981年 に本隊

を出すよう準備をすすめている。

③パミール登山(1977年 )、
‐
iプ セレカンリ登山 (1978年 )

当初の計画より 1年早 く実現される。1979年 か

らのカンチ計画にそなえるために、早 くか ら高処

登山の経験者 を得たいとい う希望もあるか らであ

る。

④各地区の トレッキング、ツアー、学術研究

ヒマラヤの仏教、高山蝶、地形地図などの学術

グループによる研究活動も始まっている。

ブラマプトラ川のボー トによる川下り、ラダッ

クのレーからインドの南端のコモリン岬までのサ

イクリング、ヒマラヤでの「 タコ上げ大会」、気

球を使った登山などなど創意と冒険のプランが生

れつつある。

ネパール東から西への リレー縦走、ヒマラヤ花

の旅など子供連れの トレッキングや旅も企画中で

ある。詳細は追って発表する。

⑥ 52年 2月 から約2年間 佐橋忠明がイラン、中    第 2回  H&S準 備 委 員 会

近東へ出発 した。 トルコなど入山困難な地域 を 2月 26日 (土 )～ 27日  於 :東京 。世田谷

重点的に調査する。「 中近東通信」を連載予定。  出席者 :岩水竜峰、 稲田定重、 沖 允人、
この他多くのHAJ会 員による情報が事務局へ入       鈴木康志、 西郡光昭、
りつつあります。                ① H&sプ ランの一環として進められている、

当面 の計画   1977～ 1978年       講演と映画の会「 ヒマラヤの彼方へ」については、
6月 のこスタリ・ クラブに合せてH&Sの計画  経過報告、後援団体の取り決めを行う。

のツメをおこない、正式に実行委員会を発足する。 ② 登山計画については、カンチェン。ジュンガ、
1977年 夏はパミールヘ 5名 を登山隊として派遣。 サセルカンリ、カンチ偵察の計画を了解する。承認

ソ連領中央アジアの情報を得る。         は6月 のビスタリー集会時の理事会にて行なう。
同じく、1977年夏はラダックを中心としたイン  ③ 7月 1日 発行の「 ヒマラヤ」をH&S特集号

ド北西部からパキスタン東北部の現地調査がおこ  とし、内容は日程の発表、キャラバン隊の募集等。
なわれる。カラコルム、サセル山群の両偵察隊も  ④ H&S委 員会構成について、各調査隊、登山

送り出すo                   隊の責任者 (プ ロジェクト)と 地区担当事務局で
1978年はシッキムに現地調査隊を長期間派遣。  構成。なぉ、カンチは清水澄氏が担当する。本委
H&S本隊の計画               員会は 6月 集会 (ビ スタリー )よ り発足する。

①キャラバン隊  ヒマラヤとシルクロー ドー周  ⑤ H&S報 告書は全計画終了後 (1981年 叉は
1979年 3月 日本を出発し、中国、ソ連、 トルコ、  1982年 )に まとめて出す。それまでは、帰国報告

イラン、アフガニスタン、インド、ネパール、 ビ  または概要にとどめる。
ルマ、中国とリレー式に車で走る。1981年 5月 ま  ⑥ 次回は6月 5日 ・ビスタリー集会。また、次

での2年余りかかる。車に関心のある人を募集し  回は6月 25日 ・秋田ヒマラヤ集会で開催予定。
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<H&Sの ページ>

イ ン ド 通 信

(И ) 藤 井  毅

11月 21日 G売)

ゴウハティのUnited PubliSherS は別に

看板を出 してい るわけでもないのでわからないが

Modern Book Depertment(シ ロンにも支

店がある )と 同 じ建物の奥にある。Modern
Book Dept.の 入日の となりの細い通路をはい

っていく。そこがオフィス兼倉庫である。

Lawyer's lBookstalllま Pan lBaZarの )通

りに面 していてす ぐわかる。ここにはUnited

に無い本……学術書、 Lawyer'sでの出版物

がたくさんある。特にゴーハティ大学 のPabliC―

atiOnDept。 の本に貴重書が多い。全部買った。

ここの店の人は親切だった。

〔定 期 刊 行 物〕
United Publishersヵ iSolo Agent とな

って扱う。月刊誌North■Eastem SΠ EπUM」

はインド東北部を扱っていておもしろい。創刊さ

れたばかりで日本からの購読可。年に12ド ル (船

便 )。 11月 現在 3号 目が店に出ている。あと創刊

されたばかりの「EASTERN CHRONICLE」
がある。これは前者よりも学術書の色あいがこい。

1年 5回発刊で、同じく海外購読可。年 3ドル。

× × × × ×

イ ン ド通 信 (15)

11月 30日  シロンにて

11月 26日 にゴウハティからシロンに着いた。寒

い。インド通信も 2カ 月の間に15号になって しま

った。 4日 か 5日 に 1回 の割で書いていたことに

なる。 この町に着いて以来、もう書きたいこと、

書かねばな らないことは山ほどあるのだ。 しか し、

じっくり腰をすえて書けないのがつ らい。は じめ

のつもりでは「インド通信」には事務的なこと、

たとえば許可関係とか事情とかの他に、私が見聞

きしたことも書いていこうと思っていた。 しかし、

それはもうあきらめた。ここで「インド通信 」は

許可関係等事務的なものに終始させることにしよ

う。そして、カルカッタか、東京に帰ってから、

その他のもっともっと大切なことをまとめていく

つもりだ。

メガ ラヤ洲 内 の許可 事 情

まず第一に、シロン到着後すぐさまS.P.0.ヘ

行き報告しなければならない。ホテルに泊ってい

ても同じようにSRQへ行く必要がある。ホテル

は報告を代行してくれない。ホテルからも通報が

いくが、それは何ら正式な効力は持ちえない。許

可証にSRQの裏書きがない限り、登録は無効で

ある。到着、出発ともに報告の義務があるので注

意すること。登録後、私はMeghalay Secret―

aiatの 建物のPaSSpOrt Dept。 に行って、メ

ガラヤ州内の滞在の延長 と、他の町の許可をとっ

てきた。即日発行してくれた。ほぼ無制限に許可

はおりる。私は 2週間、 Shillong、 J owai、

Cherropuniee、 J ecran、 Talaの他数か所を

とった。Talaは Garo丘 陵、TawaiはTaintia

の丘陵の中心地であり、まだ、外国人ツーリス ト

には目新 しいところだ。

Passport Dept.の エライ人はKhasi族の

人だがGaro丘陵にはいった日本人女性、おそら

く中根千枝氏のことだろうが、大分昔のことだと

いいながらも覚えていたのにはおどろいた。

ところで、ボクは許可証をとるときに、必ず許

可発行原簿を見せてもらうのだ。いったいどうい

う外国人が入っていて、それはいつ、どこまでい

ったか?そ ういう情報を集めるのだ。それによる

とアッサム各地、メガラヤ各地にかなり入域 して

いる。主力はオース トラリア人、これは多い。本

当に多い。ついでフランス人。かってのイギリス

人、アメリカ人をしのいでいる。そして、日本人

は………、ブッダガヤとか、ガンガー沿い、カト

マンズにくさるほどいながら、結局それは群をなし

しているだけではないか。このアッサム、メガラ

ヤ地には全くといっていいほどない。

それから、インド東北部を旅行するなら、まず

カルカッタヘ来て、それからゴウハティ、シロン

にくること。その他は省略 していい。ゴウハティ

でアッサム全域の許可をとり、シロンでメガラヤ

全域の許可をとる。

カルカッタはその前段の、ゴウハティ、シロン

の許可取 りだ。デリーではアッサム、メガラヤは

シロン、ゴウハティ、マナス、カジランガのみだ

〔事前調査報告〕
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という話はデ リーくう新子でさて靖書Tttτい巧瑳彩r~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
で現地へ行けば前記の通 り、かな り許可の範囲は

広い。ついでに、 12月 8日 にGarO丘 陵のTura
の近 くの町で、大きなお祭がある。 GarOの 人々

による ドラム (太鼓 )を 使った踊 り(百人以上で

踊るとか )がみものだとか。Wangla Danceと
いう。シロンからTuraま ではパスで12時間かかる。

やはり、 シロンはインド東北部の中心地だ。 ミ

ゾ 0ト リプラ、 アルナーーチャルとのいい コンタク

トがとれる

～シロンガイ ド～

本  屋

この町の本屋Modern B00k stOreは 以前

の面影はない。 インド東北部関係の本は少ない。

そのかわ り、 State Transportの パススタ

ンド(ゴ ウハティからのパスが着 く )近 くにある

Chapala B00k Stallに 行 くこと。外観は薄

ぎたなく、 日立たないが、イ ンド東北部に関する

本の在庫はすごい。その うえ、 ここは出版もやっ

ているので、 ここで しか買えないめず らしい本が

多い。

再び確認すると、Cauhatiでは United
Publishers 、Rawyer's BoOk Stall.
Shil10ngで｀

はChapala lB00k Stallが めぼ

しい本屋 とい うことになる。

ちなみに、 4,000Rpも だせば、インド東北部全

域の本が、ほ とんど手にはいる。約16万円くらいス亀

安い。仮に腰をすえてやるなら、その ぐらい出し

てもいい。

それから、資料 としての穴場はイ ンドの国勢調

査の報告であろう。各州ごとに信 じられない程、

莫大な量の報告書が出ている。 アルナーチャルだ

けでも 8,000ページぐらいになる。大冊の報告書

で しかも安い。A4版の 800ページくらいので8Rs

とい うものもある。アルナーチャル、 ミゾ、ナガ

マニプール、 トリプラ、アッサム全体 をそろえた

ら100冊 ぐらいになるがBasic Data としては

申し分ない。今は 1971年 の国勢調 査報告が出て

いる。ただ地図の関係で内務省の許可がおりるま

で市販されないものもある。 アルナーチャルのだ

けは全 シリーズ手に入れた。

ア ル ナ ー チ ャ ル 博 物 館

かな り荒れたところ。即売所もあるが、 さほ ど

見る価値はない。以前あった展示物のいいものは

Gauhati`D Arunachal lE)xhibitiOnに ほと

んど持ち出されている。前に SurVey of lndia
North Eastern circleの 小さな′

Jヽ 屋のよう

なオフィスがある。

大 衆 食 堂

BuddhiSt Templeは P010 BaZarの 近く

にある。そこのMeeting Hallの すみに私は宿

泊していた。

P010 BaZarの 中にあるEastern Resta疇一

rantはおすすめできる。中国料理屋で、非常に

安くてうまい。ここの中国人の経営者はいい人だ。
あと数軒 レントランがあるが、行ってないので不

明。

Gauhatiで は Taj Restaurantへ 行こう。
FarCy BaZarか らBabu Bazarの 方へ行く途

中にある。ここは回教徒経営の安食堂で、 ビーフ

が食える。 ビーフカレー&ラ イス&グルで何と2

Rs。 ビーフは山もりだ。この町に来たら、マ ト

ンやチキンやフィシュカレーは食わずにここで牛

肉を食うとよい。

シ ロ ン の 町 の 役 所

まず、Tourist lnformationで シロンの

町の地図をもらう。ついでにメガラヤ全体のも。

これがない と話にな らない。

シロンの町、 どこだってそ うだがタクシ ―ヽに乗

ることはない。 City Busが 私達が行 くような

ところには必ず走っていて、 しかも安い。 タクシ

ーは大半が雲助で、料金の平均 を知 らない とべら

ぼ うな金 をとられる。

S,P.0.(F.R.R.0.)と Passport Dept.
は隣 り合わせの建物なので便利である。 Pass―

port lDept. |ま Meghalaya Secretariat
の大きな ビルの一階 (ground f100r)に あ

る。この ビルはシロンで知 らない人はいないので、

これを目指 していけばいぃ。

位置的には NatiOnal Highway 40号 線

(NHW 40)。  通称GoS.Rood(G auhati～
Shi1long Road)ぞ いにある。
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中心地より歩いて 10～ 15分位。

ア ル ナ チ ャル 博 物 館

Cachcumiereに ある。 NHW 44ぞ い (G.J.

Road)に ある。

Arunachal lnforlnation&Public
Reletionsは KENCH'S TRACEの 中にある。

CENSUS Operation Arunachal Pra―
deshは しaituinkhrah c)Police lBeat :Flo―

useと Geologicel Survey of lndia `の

Office の近 くにある。 ここは少々わか りに く

V｀ 。

× × × × ×

イ ン ド通 信  (16)
12月 12日  ゴウハティにて

メガラヤのガロ丘陵の トゥラ(Tura)へ 行っ

てきました。Wangala Danceと いう ガロ族

のお祭りがありました。

ガロはシロンとも趣きを異にした、実にいいと

ころです。シロンよりもいいかも知れません。

祭に出席 していたアルナチャルのチーフ・ ミニ

スターのMr.Thungong、 「 Enchanted Fr―

Ontiers」 の著者、Mr.Nari Rastoniiに

も会い、話をしました。

イ ン ド通 信 (17)
2月 6日  シッキム・ ガントクにて

ようや くガントクまでや って来ました。 2月 3

日のことです。幸運にも滞在許可の延長 をIns―

pector general police という警察の トッ

プの方か ら獲得できま した。 3日 間の延長です。

その許可証の日数の範囲内で したら西シッキム、

南シッキムには自由に旅行できます。出域も、 ど

こでもかまいません。西 シッキムはツー リス ト向

にオープン (許可のある人のみ )さ れています。

Tourist Lodgeも Gayzing(ギ ャジン )

町にあ ります。 Dak Bang10wも 使えます。現

在シッキムでTourist Lodgeの あるのは、 ガ

ントク、ギ ャジンのニカ所のみです。

最初は西シッキムヘ行 くつもりでしたが、 ガン

トクが気にいってしまい、 3日 以来ずっとこの町

にいます。

北 シッキムの Lachen まで行けた らと思 って

いたのですが、それは無理な話のようで した。 し

か し、外国人が全く北 シッキムに入っていないの

かとい うと、そうでもないのです。昨年の ことで

すが、 フランス人 4人が北 シッキムの S inghik

(シ ンギ ク )一 Manganの 先 ― まで入 ってい

ます。

これは、 4人の中の一人、 5()才近い フランス人

の女性が、 シッキムのChief Ministerの 一

フランス語 を話す一 奥さんと偶然知 り合いにな

り、そのコネで 10日 間のパーミット延長 と、北シ

ッキム訪間許可をとって入 ったわけです。特別な

ヶ―ス とはいえ、そうして旅行 している外国人が

過去に何人 もいました。おまけに、その フランス

人女性は、フランスのTV会社の秘書だとかで、

1977年 5月 頃にでも、 フランスのTVテ ィームを

連れて、 TV映画撮影のためシッキムにもどって

くるそ うです。おそらく北 シッキムにも行 くこと

で しょう。

日本人関係では、年末に東大教授の中根千枝氏

がシッキムにや ってきま した。

中根氏はカルカッタ大学で講演 したついでの訪

間のようです。 もう三度 目とか。

私は三年ぶ りの訪間ですが、ガントクも大きく

変 りま した。

バザールは見違 えるほ ど立派にな り、道路 も整

備されています。 しか し、平野部からの移住者が

ものす ごく多く、ガントクの町は彼 らに占領 され

つつあ ります。当然、インドの一部にな ったわけ

ですか ら、陸軍がものすごい数で入ってきていま

す。王宮もインド陸軍によ り半封鎖状態です。例

の王官の私兵であったシッキム・ ガー ドは武装解

除の上解散 させ られています。 しか し、 シッキム

王室の名残 りをとどめる唯一のものは、王官の中

にひるがえるシッキム国旗のみです。

ガントクは今や、建築 ブームでホテル・ 貸家が

大変な数で建 っています。貸家は平野部か らの移

住者用です。

今、 グリーンホテル とい う3年前と同 じホテル

にいるのですが、ここも大分変 りま した。

Tourist Officeも 開設され、そこの出して

いる「 ガントクの観光バス」がシーズン中毎日出

ています。一人 10Rsで す。 グリーンホテル横

に現在新 しいビルが建設中で、次のシーズンまで
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には完成の予定です。

lrourist()ffi ce と (〕 。ttage ELnporiurn

が入るはずです。

6、 7年の計画で、ガントクに飛行場を作るプ

ランが進んでいます。まもなく着工です。ガント

クの北北西側の山の斜面です。小型飛行機用です。
カルカッタ～ガントクというダイレクト・ ツー

リス ト・バスのサービスもすでにはじまっていま

す。現在は止っていますが、次のシーズンには再

開の予定です。

今のGovernOrが TOurismに 大変興味を

持っていて、その力が大きいようです。

S I10【 IMの 観光ポスターが何千枚と印刷中で

もう少 しで全インド中に現われるはずです。

「 SIKKIM EXPRESS」 という週刊ニュー

ス誌がガントクで出ています。一部 20p。 他に、

SIKKIM政 府発行の日刊紙「 SIKKIM HE―
RALD」 があります。これはタダです。

すでに御存知だとは思いますが、全インド軍合

同のカンチ登山隊が 1977年 3月 にシッキム側か

らカンチを目指 します。

隊長は、N.K umarで行動開始は 3月 15日 で

す。すでにガントクにそのパーティーの一員らし

いのが来ているという噂もあります。会いたいの

ですが、何せ軍隊のことですので、HMIか 何か

の紹介状がないと無理のようです。

西シッキムの道路整備もかなり進み、「 カンチ

のふもとまで道路を作るのだ」とPoW.D。 (

Public WOrks Dept。 )の ある役人は言 って

いました。

Tourist Lodgeの 開設も進んでいます。ガ

ントクの中にそのTourist Guideと いう全シ

ッキムの地図と、ガントクの市内地図が描かれて

います。

も手に入 ります。シッキムウイスキーの最高級品

は一本 58 Rsも します。 その下の銘柄「 シャン

グリラ」は一本Rs.18.25です。これはカルカ

ッタで買うと、何と3倍のRs.48も します。

Bijanbariで買った シッキムブランデーは、ガ

ントクではRs.12です。

3月 6日 。実に運よく快晴となり、ガントクの

街中よリシッキム・ ヒマラヤの雪をかぶった山々

がズラーッと見渡せました。

ガントクの向い側の屋根越しに、様々の高峰が

手にとるように見えるのです。

残念ながら知識に乏 しいため、どれが何の山か

は全くわか りませんでしたが、かな りの針峰です。

夢中で写真を撮りましたが、果 して写っているか

どうか。一応期待していてください。

先週は 7日 のうち、カンチェンジュンガが見え

たのは 2日 間のみだそうです。実に幸運でした。

今の時期は雲が多くてほとんど見えないそうなの

です。

イ ン ド通 信 (18)

2月 25日  カルカッタ

シッキムか らカルカッタに帰ってきま した。 カ

ルカッタにも暑さが もどりつつあります。連 日30

度 を越す 日が続いています。夕方になると定期的

に雷 を伴 う大雨がや ってきます。イ ンドの短かか

った冬は もう終 り、モンスーンをむか えるばか り

とな りま した。私の好きな季節です。

ヵルカ ッタでの最後のまとめの日、一軒の吉本

屋 を見つけま した。 C.0。 Book Stall(9,
shyarna charande lStr。 ()alcutta 12)

という小 さな本屋ですが、山の本がかな りあ りま

した。

ガントク滞在中、毎晩のようにチャン(Cha―              *

ng)を 飲みに行っています。カルカッタにある  カルカッタ発ガントック行のダイレクトバスは

Country Spirit の店ですが、カルカッタと まだ再開されていません。 シリグリーガントック

違い飲ませる酒はChangです。         一カルカンタ~シ リグリを運行する地元バス会社

太い竹筒にミレットを入れ、湯をさしてしばら との話 し合いがついていないようです。

くして飲むあれです。たっぷ りと1リ ットル以上           *
あり、それで Rs.1.50で す。          インド滞在中はHAJの 関係者に大変お世話に

シッキムは酒が安いので有名です。シッキムゥ なりました。厚くお礼申 します。

イスキー、ラム、ジン etc。 大変安く、どこで                     (終 )
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<関係の機関・団体 その7>
HMl__H⊥malayan MOuntaineering lnstitute Darjeeling

日 日日 日 日日 ダー ジ リンの ヒマ ラヤ登 山学校 日□日 日日

稲  田 定  重

カルカッタか ら空路 1時間でバグドグラに着 く。

イ ンド平原の熱気 をふ り切るように蛇行 しながら

有名な トイ・ トレーン、またはバス、タクシーで

高度をあげて行 くと、やがて しょうしゃな高原の

街に入る。海抜 2,135解、インド第一の保養地 ダ

ージリンである。 ヒマラヤ登山学校、HMIは こ

の街の西の突端 Birch Hillに あり、 東にカン

チェンジュンガが間近に運なる絶好の環境に建 っ

ている。 ダージリンは世界有数の山岳景観 もさる

ことながら、 シェルバ誕生の地 として、またシッ

キム・ ヒマラヤやエベレス トヘの登山基地 として

登山史に古くから名を残す山岳都市である。イ ン

ドで最初の国立登山学校がこの地に建設されるこ

とになったのは当然といえよう。 インドが高所登

山教育に力を入れ出 したのは多分に国際上の要請

か らであった。中部国境紛争では戦斗そのものと

並んで、高所障害の多発が大きな問題であった と

い う。 インドにとって ヒマラヤは、登山のグラウ

ンドであるだけでな く、国境であ り、国防の最前

線であることを考えればうなづけることである。

1.創立、組織

1954年 、 時のネルー首相直々のお声がか りで

スイス山岳財団の援助も得て設立された。初代校

長はN.D.J ayal(1958年 、チョー。オュー遠

征で病死 )で、実技主任は創立以来エベ レス ト・

ヒーローのテ ンジン・ ノルゲィがつ とめている。

副主任は世界で只一人エベ レス トに 2度登頂 した

ナワン・ ゴンブで、この下に多 くのシェルパが ト

レーナーとして配されている。 インド首相を総裁

としていただき、 IMF総 裁や、西ベンガル州知

事などが名をつ らね、現校長はA.GoS.Gre―
walで ある。

2.施設など

学校 を訪れると立派な山岳博物館が目を引 く。

ここには 1965年インドエベレスト隊の記録、装備

類、各国山岳会 (連盟 )の ペナ ント、機関誌、山

岳図書、その他興味深い資料が展示 され、終 日見

物人が絶 えない。 (現在までの入場者 7万人 とい

う )。 中庭に面 して教室、校長室、HMJの 編集

局、テンジンや ゴンプのオフィスなどがあり、一

段下には受講生の宿舎群が並んでいる。校長公舎

も立派で、 2階から下げ られたザイルがあた りの

風景にマ ッチ している。

実技教習はダージリンのグレンデ (テ ンジン・

ロックな ど )で も行われるが、主として西シッキ

ム (カ ブルー氷河 )に あるベース 。キャンプで行

われ、往復の トレッキングも教習の一部をな して

いる。

3.教 育

(1)対象 主 として国内の青少年、軍人、各山

岳会会員を対象 としている。 ア ドベンチ ャー ●コ

ースには各国か ら受入れているが、ア ドバ ンス・

コース及びベーシック。コースは西シッキムが外

国人立入禁止のためか殆ん ど受入れていない。但

し、 ビルマ、ブータン、ネパールなどは特別扱い

するのか、少数ではあるが入校 している。

(2)各 コースの教習内容

Basic、 Advance、 Adventureの
3コ ース制。

イ、 Baslc Course
32日 間で、山岳及登山技術に関 しての基礎を

教 えている。課程は次の とお りである。

7日 間 ― 順応 (ダ ージリン。歩行、登攀、

読図、健康管理、装備等の基礎について )

7日 間 ― 西シッキムの B.C。 まで 120拡

20 kgの ザックでの トレッキング。

11日 間 ― B.C。 での実技 (岩登 り、氷雪技

術、救助技術の トレーニング )

5日 間 ― 帰路 ダージリンまでの トレッキング

2日 間 ― 整理、卒業式

口、 Advance (Course
Basic Courseよ リー段上の階層を対象に

リーダー養成。 36日 間

7日 間 一 順応 (ダージリン。座学、小遠征

の プランニング、登攀、救助技術の トレー

ニング )

7日 間 ― BCま での トレッキング、この間

自然科学などの勉強
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14日 間 ― BCでの実技 (上級登山技術訓練、

5,013Z峰への登山 )

4日 間 ― ダージリンまでの帰路 トレッキング

2日 間 ― 整理、卒業式

ハ、 Adventure(〕 ourse

21日 間、ア ドベ ンチ ャーの精神高揚、能力開

発な どを目的に、青少年 を対象に実施 してい

る。内容は、 ロック・ クライ ミング、イカダ

乗 り (冬のみ )、 生存競技、ボー ト乗 り、 ト

レッキングなど面白い。期間中にサ ンダクプ

ー、 ファルー ト、 ラングー トなども訪れる。

男子のみである。

(3)年令制限

ベーシック、ア ドバ ンス両コースは18才 ～

40才 (但 し、特例で40才以上も可とい う )、 アド

ベンチ ャー・ コースは15才～18才 となっている。

(4)教習の時期

ベーシック、 ア ドバ ンスは 4～ 5、 9～ 10、

10～ 11、 11～ 12月 の年 4回開催 され、 うち、

4～ 5月 については女性のみを対象としている。

ア ドベ ンチャー・ コースは 1月 と7月 の 2回、学

校の体暇中に行われている。

(5)授  業 料

ベーシック、ア ドバ ンスは 400 Rs、 アドベ

ンチャー・ コースは 10o Rsと なっている。

入学は所定の願書があって、これに身体検査証

を添 えて校長あて申 し込むことになっている。

4.そ の他の活動

(1)国内山岳会の指導

国内の山岳連盟や単位山岳会の要請によっ

てコーチを派遣 している。

(2)出 版活動

以前出していた「 Harf Years Letter」

|こ 代 って「 Hilnalayan Mountaineering

JOuanal」 が現在まで 9号発行されている。主

としてイ ンド・ ヒマラヤの遠征記録、HMIの 年

間業績 レポー トなどである。イ ンド登山界を知る

には欠かせない文献である。 1,500部 を出 してい

るという。35ド ルを支払 ってライフ・ メンバーと

なると毎年送 って くれる。 日本でももっと多くの

人に読んでもらいたいとの話である。 (注 :ラ イ

フ・ メンバー希望者は筆者あて申 し込んで下さい )

(3)登 山活動

教程内での トレーニング山行の他に、HM

Iの イ ンス トラクターが参加 した遠征が数多 く行

われている。インド・ ブータン合同のGhangkar
Punsan(Kangkap Punzum 7,541″ )、 英

印合同のChangabang(6,864Z)遠征な どが

それである。

創立以来、 1974年 現在での卒業生は次の通 り

である。

ベーシック・コース  2,492名 (う ち女性 377名 )

アルミンス・ コース  383名 (う ち女性 77名 )

アドベンチャー・コース 996名 (男子のみ )

これ ら卒業生はイ ンド国内でそれぞれ中堅 とし

て活躍 している。ア ドバ ンス・ コースのOBが主

体となった遠征としては 1955年 カメット(7,757
″ )、 1957年ナンダ ●デヴィ (7,816″ )、

1958年 チョー。オュー (8,153″ )な どがある。

ちなみに 1975年 HAJガ ル ワール隊の リエ ゾン

・ オフィサーのフンダルもア ドバ ンス・ コースの

OBで あった。

イ ンドにはこの他に、ネルー登山学校 (ウ ッタ

ル・ カシ )、 マナリの西部 ヒマラヤ登山学校、 カ

シミールのスキー・ 登山学校などがあるが、歴史、

スタッフ、内容においてHMIは インドを代表 し

ている。

HAJで も以前か ら機関誌や遠征記録 を送 った

り、数人が ライフ・ メンバーとして登録 した り、

あるいは直接同校を訪れて交歓 している。

シッキムも間もなく外国人に トレッキ ングの領

域を開こ うとしているのでHMIと の交渉は今後

益々深めて行きたいものである。

Addressは 、 JAWAHAR PARBAT,
DARJEERING,WEST BENGAL
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***講演 と映画の会 *****

「 ヒマラヤの彼方へ 」を成功させ よう

すでに予告 したように HAJでは本年度最大の行

事として「 ヒマラヤの彼方へ」を企画 しておりま

す。各地での会を成功させるために皆様のご協力

をお願いします。 6月 中旬に新名簿とともに入場

券10枚 くらいを該当地区の方へ送 りますので販売

にご協力下さるようお願いします。

会員以外の方で入場券販売にご協力いただける

方やスポーツ店などをぜひご紹介下さい。 (HAJ)



朝 日 ゼミナー ル  1972・ 2・ 18～ 408

「 シル ク ロー ド」 を受講 して

鈴  木 康   志

今回のこのゼミナールは、最近のシルクロード  飛躍的な推理があっても良いと思う。

oブ ームの火付役となった人達を講師に迎えたも   シヽルクロー ドは、いわば歴史を探る旅でもある。

のであり、講師陣も一流である。         小松左京の言葉を借 りれば、東西交流 2,000年の

第 1回が松本清張、そして陳舜臣、加藤九酢、  歴史についての知識がなければ、シルクロードは

岩村忍、平山郁夫、並河萬里、色川大吉、樋口隆  ほこりっぽい単調な一本の道路に過ぎないのであ

康、後藤四郎、と続 く。反響が大きかったため、  る。今、少年マガジンで連載している「 三つ目が

2度開催された。                通る」なども観点を変えてみると興味つきないマ

以下そのあらましを要項を参考に しながら記し  ンガである。

てみた。                (2)陳  1舜 臣  「 長 安 か ら敦 建 まで

(1)松 本 清 張「 文 明 の東 西 交 流 」       砂 に埋 もれ た古 都   」

さて、第 1日 日は、松本清張が総論として口火   長安はシルクロー ドの起点であり、そこから西

を切った。                   へ漢の武帝が軍事基地として建設した河西の四郡

まず、古事記と新約聖書には、幾つかの共通点  を経て西域にはいる。河西四郡は現在の甘粛省西

が見られる。聖徳太子が貧しい民に衣服を与える  部で、その最西端が敦建郡であった。そこは漢文

話 〔かたおか山の伝説 〕 は新約聖書では、ゴル  明と西方文明とがオーバーラップした土地である。

ゴダの丘 。キリス トの復活と酷似 しているという。 長安から西域へ行く人は、この地方で西の文明に

また、その類の話は中国にも残っているといわれ  ふれ、西から長安へ来る人はこのあたりで徐々に

ている。                    漢文明が濃くなるのを感じた。その意味で興味あ

古代ベルシャに起った、ゾロアスター教 (拝 火  る土地であるといえよう。

教 )の 動きもこのようなものである。まず、プロ   陳舜臣は過去において、中央アジア (中 国 )を

アスター教は、BC.6、 ベルシャの予言者ゾロァ  数度訪れており、特に 1976年の紀行をまとめた

スターによって創始されたものであり、善神と悪  「 敦建の旅 」(平凡社刊 )は、シルクロード・ フ

神を持ち、お互いが戦い善神の勝利を望むのをも  ァンの方は、もうすでに手にして読まれたことと

って宗旨としている。善神の象徴は、太陽、星、  思う。今回はこの「 敦爆の旅」と東晋の僧、法顕

火であるところから、光明神ともいわれる。反対  (中国から印度に入ったはじめての人物 )の たど

に悪神は暗黒神と呼ばれる。中国には、仏教と同  つた道を比較 しながら話が進められた。

じ時代 (南北朝 )に 入ったといわれるが、そのよ   法顕は 329年 (当 時60才 頃 )に 、教典の不完全

うな文献や証拠は見つからないので密教的色彩が  をなげいて同学の僧 4人 と共に長安を出発した。

強かったのかも知れない。また、日本においては  約 6年程かかり印度に入り、そこで梵語 。梵文を

高野山の火祭りなどは、拝火教の変形ではないだ  学び経典を写 し、その後、セイロンに渡り、舟に

ろうか。飛鳥などにある、石像、猿石など珍 しぃ  てジャワヘ、そして長安へと帰った。なんと長安

像は、ベルシァの拝火神殿の名残 りかと思わせる  に帰り着いた時には79才であったという。そして

形である。日本でもやはり密教として隠れた存在  氏はこのような法顕の姿に打たれたという。

だったかも知れない。               最後に、「 敦爆の旅」の中で見られる、数々の

以上のように、東西における古代の話、あるい  遺跡をスライ ドで紹介して閉会した。

は遺跡などを巡ってその共通点を展開させた、氏  (5)加 藤 九 詐  「 古 代 中央 ア ジアの

の著書である「 火の路 」や一運の古代史を巡る著  道 と くら し」

作からは、常に新鮮な推理が展開され興味深ぃ。   中央アジアは古来シルクロード上で大きな役割

一般学者によって論 じられる古代史も、もう少し  を果 したソグド人の故郷であった。また、スキタ
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イや匈奴、突蕨などの遊牧民とオアシス農耕民と

の接触地域であり、東西の文明交流の舞台であっ

た。この中央アジアにはどのような民が住み、ま

たシルクロー ド路上にはかってどのような文明と

集落、寺院が栄えたか。 (配布パソフより )。

加藤氏は、過去数度にわたリソ連中央アジアを

訪れていたが、特に今日は昨年の暮れウズベック

とタジック周辺の仏教遺跡を調査旅行された時の

成果を述べた。

中央アジア (ソ 連領 )の仏教遺跡は、シルクロ

ードの道筋に沿って点在 している。また、仏教の

布伝についてもシルクロードに沿って伝わったこ

とを表わしている。これらの仏教遺跡は第 2次大

戦以後に急速に明らかにされた。それまでにも若

千の調査が行われていたが、詳 しい調査は行われ

ていなかった。

最後に氏は、仏教の知識、漢文の知識を身につ

けた若い人達が今後これらの地域に入って研究を

して頂きたいのが我々の願いです  と述べて、

講演を終了した。

(4)岩 村  忍 「 中央 ア ジ アの ギ リシ

ヤ王朝バクトリア」
紀元前 328年、アレクサ ンドロスはヒンズーク

シュ山脈 を越 えて中央アジアに侵入し、 327年

までに中央アジア (西 トルキスタン )の大部分を

征服 して北西イ ンドを経由し、西南 アジアに達 し、

323年 にバ ビロンで死んだ。

この偉大な征服者は中央アジアの古都バクトリ

アにアレクサ ン ドラ0バ クトラを建設 し、その部

将 と部隊を駐留 させた。 アレクサ ンドロスの死後、

このギリシャ人王朝は独立の王国となって繁栄 し

たが、紀元前 125年 よりすこし以前に遊牧民大月

氏の侵入によって征服された。

アレクサ ンドロスの中央アジア征服は瞬間的な

現象にすぎなか ったが、バ クトリア王国は東方に

おけるヘ レニズムの一つの中心 として中央アジア、

イ ンド、および 日本を含む東アジアの文化に著 し

い影響をもた らした。

このバ クトリアギ リア人の数奇な運命の跡を辿

ってみた。

(5)平山郁夫・並河高里

「 対談・私のシルクロー ド」
シルクロー ドを撮影 しは じめてか らすでに永い

年月がたった。

馬や酪駐や朧馬は私の仲間であった。いてつく

寒さと、谷にひじめく幾千幾万の墓が吹雪の中で

見えかくれする異様な世界で、あるいは豪雨と雪

どけ水で砂漠が海のようになるとき、あるいは強

烈な太陽と青い深い空の下で、あるいはオアシス

でテントをはるとき、あるいは月明りで銀色に輝

く砂漠の中で、・……いつも彼らと共にあればさび

しさもこわさもなかった。

民族の血が透みこんだこれらの荒野で、私の激

情は抑えられ、この永遠の静寂の中にひたす ら身

をまかせるだけであった。

暑熱はきび しく、地面からの反射はすごい。

眼のとどく限り、人や動物の住めそうな場所は

見えず、巨大な石塊と断崖 と血のような赤黒い砂

の谷と、風に吹きあげられる黄色い飛砂うかなか

った。

ただ禿鷹のちらつく姿だけが、ただ一つの生命

のしるしのように思えた。

いま、私が歩いているこの道は、数千年来、隊

商が忘却と孤独と危険と共に通 り抜けていったそ

の道である。そして、信仰も文化も芸術もそこか

ら生まれている。

かって、人類の絢瀾たる文化が華を咲かせてい

たことを思い出しながら、われを忘れて、はるか

に消えていった時間と空間の中にカメラを捨てて

立ちつくすこともあった。

(6)色 川 大 吉「 アフガニスタン の噴 野

と人」 ― 砂嵐の中で考える 一

アフガニスタンは文明の十字路、歴史の旋風の

日、アジアの内陸部の最奥の地と言われている。

日本人はこの地域の噴野と中世的な面影を残す街

並に深い憧憬の情を抱いている。

ンヽルクロー ドを愛する人なら一度はこのアフガ

ンの1;廣 野に身をさらしてみたいと願っている。な

ぜであろうか。なぜ、それほどまでに私たち日本

人をひきつけるのであろうか。一人の歴史学者と

してこの問題を考えてみたい。砂嵐の中に立って

……。逢かなる歴史の残酷さに思いをはせて……。

風土と人間と文化圏の異相を考えてみたい。

(7)樋 口 隆 康

「 東西を結ぶ二つの道」
シルクロー ドは東西の二大文化圏 を結ぶ、交通

の道 として知 られているが、もう一本、北方ユー

ラシア地帯を通過 して、東西を結ぶ道が シルクロ
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― ドに平行してあった。この二つの道はお互いに

対照 しあうことによって、それぞれの特色を明確

に浮彫 りにすることができる。一つはステップの

道であり、他は砂漠とオアシスの道である。一つ

は騎馬民族の道であり、他はラクダと隊商の道で

ある。一つの道によって、黄金の文化が運ばれ、

他の道によって、石や土の美術、あるいはグラス

が運ばれた。

日本の古代文化の中にある異質的なものの源流

を追って、この二つの道をたどってみた。

(8)後 藤 四 郎

「 終着点としての正倉院」
正倉院の宝物の上に中国の西方諸地域の文化の

×       ×       ×

影響が顕著に認められるということは、周知のと

ころであるが、その点か ら見れば、「 シルクロー

ドの終着点」という言葉は、正倉院の性格の一面

をよく言いあてていると言ってよい。それは言う

までもなく、唐代の中国が伝統的文化の上に西方

の諸文化を広く取 り入れて、国際的色彩のきわめ

て強い文化を形成した、その反映である。

ここではこのような特色をもつ正倉院の宝物の

具体的な姿を観察 しながら、その成立を七・八世

紀の東アジアの歴史の流れの中において考えてみ

た。

(4)、 (5)、 (6)、 (7)、 (8)は 配布パンフレッ トより

抜すい して載せさせていただいた。

×      ×

日本大学ヌー リスタン踏査隊報告会

隊 員

日 時

佐 藤 文 宏 氏 (日 大経済学部助手 )

・
松 波  氏  (在 カーブル・ カープル大学体育学部講師 )

:昭和 52年 2月 19日 (土 )14時 ～ 16時 30分

於 :ア ジア会館

日本大学ヌーリスタン踏査隊 (2名・ 内現地参  開かれるという。このセリ市には、カーブルから

加 1名 )は 1976年 8月 アフガニスタンのヌーリ  金持が集って賑ぎわうとのことである。アリュは、

スタン地方に入域を果 した。現在におけるこの地  標高が約 4,000″ あり、ヒンズークシュの最も標

域の状況は、外国人ツーリストに対しては、A.  高の高い村といわれている。アリュを過ぎヌーリ

T.0。 (AFGHAN Tourist Organizasion  スタン・ パス (標 高約 5,000″ )を 越えるとこれ

アフガン観光公社 )に より、ジャララバー ド(   までの荒涼とした景色も、一変し緑を多く見るこ

JALALABAD)/カ ムデッシュ(KAMDESH) とができる。いよいよヌーリスタン地方に入る。

あた りまでのみ入ることができる。以前は、危険  アリュを過ぎるとファルシー語が通 じず、言語は

そして政治上の理由からか全くの孤立した地域で  ヌーリスタン語となる。このヌーリスタン語はウ

ぁった。                    ル ドゥ語やファルシー語と比べても全然共通点が

この隊は、現地参加の日大OB・ 松波氏 (在 ヵ  なく、この地方独特のものらしい。この地方の統

一ブル・ カープル大学体育学部講師 0日 本人会会  治については、アフガニスタン政府の行政は届い

長 )一現在一時帰国中一の労に負う処が大きぃ。  ておらず、全く孤立 した独特の文化をもっている

許可取得に際 しては、政府よりの許可は降 りない  ようだ。宗教については、村人は全て敬虔なモス

ため、彼の生徒 (ア フガンでは有名なレス リング  リム (回教徒 )で あり、酒や煙草は一切飲まない。

の選手 ●アマジャン、そしてワハンの知事の息子) 回教圏でよく見られる、チャドリを被る女性もこ

をガイ ドとして連れていくことになった。この2  こでもその規律を忠実に守っているようである。

人が、いわばパーミッション代りと言うべきか。  ヌーリスタン人の顔立ちは、パキスタンのチトラ

行程は、カーブル/パ ンシェール/ダシェトデ  ル付近にもみられる、いわゆるカフリスタンであ

ワッド/ア リェー/ヌ ーリスタン・ パス/デ ィナ  る。全人口の約10%位が金髪、青い眼であり、一

―ルの往復である。ディナールに於いては、 1週  般的に背が高い。一部落には約50～60名 が住んで

間程滞在 して調査を行なった。          いる。

カーブルより車で、パンシェールに行きそこか   主食は トウモロコシで作ったバンである。交易

ら徒歩である。バンシェールは、エメラル ドの産  には、ジャララバー ド(JALALABAD)や パキ

出地 としても知られ、ときどきセリ市がこの村で  スタンに入り、武器や生活必需品などを購入する
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なお、当日は約60名 の出席者があり盛況であっ

た。出席者の中には、アフガニスタンに長く滞在

していた人達が多く見られ、最後には懇親の場に

変った。     (鈴 木 康 志 記 )

2月 4日

名古屋ヒマラヤ集会報告

シ ッ キ ム の 夕 べ
イン ドからMr.Ko Po Sharmaを むかえシッ

キムの入域事情や観光地 をス ライ ドを使 って紹介

していただきました。また、当夜は新年パーティ

を兼ね、南米のブ ドウ酒、テキーラ、 VSOP、 ビ

ール、アッサム・ ティ、 ヶ―キ、サ ン ドイ ッチ、

世界の各種ナ ッツ、大垣の羊かん、京都の八ツ橋

な どな ど女性会員の準備でごちそうの盛 られたテ

ーブルを囲んでの楽 しい会で した。別項にシャル

マー氏の講演の要旨をまとめてあります。

出席者 :岩水、水野、佐々木、沖夫妻、豊田、

中村 (好 )、 中村、潟上、川崎、加藤、増田、

小川務、上田、加藤広美、高野、山田、1併井、

K.Po Sharma、 佐藤多美  (敬 称略 )

E菫塁璽墨璽題塁ヨ  K.P。 シャルマー
最近、外国人にも開禁されたシッキムは トレッ

キ ングに最適です。広さ 7,325平 方キロ、 宮城県

または静岡県とほぼ同 じ山岳州です。

起伏に富んでお り、海抜 4,500メ ートル では高

山性、それ以下では亜熱帯性で雨が多い とい うふ

うに変化 します。

人口約 20万、住民は古くから定住 しているレプ

チャ族 とチベ ットか らの移民であるボティヤ族 の

両方で全体の約%、 大乗に帰依 した仏教徒です。

最も多いのがヒンズー教徒のネパリ族 (不 パール

人 とは違います )。

シッキム州ほど植物の種類の豊富な州はイン ド

亜 大陸にも例がないで しょう。約 4,000種の花が

あ り、中でもランは 660種、 しゃくなげが 40種

以上あ ります。青いケシもあり、 5月 ～ 9月 に
・

4,000″位のところで見 られます。

海抜 1,200～ 3,300メ ートルの山岳部にはヒマラ

ヤ食晨、 シカ、 いの しし、 かわ うそ、 ゃ く、 など81

種の動物が生息 しています。蝶や鳥の種類は勿論

数多 く、川にはマスなど獲物がいっぱいです。

秘境 シッキムヘの入日はバグ ドグラ空港です。

カルカッタから空路約 55分です。ここか ら州都ガ

ン トク まで 120キ ロの舗装道路が走 っています

が、 ダージ リン経由の方が景色に恵まれています。

カルカッタから夜行列車でシリグリまで行き、

そこか らバスでダージ リンヘ行 くとい う方法 もあ

ります。 シッキム旅行のベス トシーズ ンはおおよ

そ 3月 、 5月 、 9月 中旬～12月 中旬。 ランの最盛

期は 4～ 5月 と 9～ 10月 、 しゃくなげは低地で 3

月～ 4月 、高地で 5～ 6月 。低地ではモンスーン

の 6月 ～ 9月 を除いていつでも トレッキ ングが楽

しめます。

シッキムの旅行には 3つ のタイプがあります。

① 短期コース

ヒマラヤの秘境を見るのに最適のコースで、

州都ガン トク'の ホテルに 2～ 3日 滞在して周

辺を車でゆっくり廻るコース。

② 長期コース

主として、寺院、村、ヒマラヤ文化などを探

索するにはガ ン トク から更に奥へ入るにはテ

ント生活ということになります。 トレッカー向

きで 5～ 7日 間。

③ トレッキングコース

花好きの方、高地の トレッキングを試みたい

方は気のむくまま、時間の許すままに トレッキ

ングできます。たいていの村へはジープで行く

ことができ、そこから歩くことになります。標

高の高いところへの トレッキングはテントや炊

事道具などを用意 して行く必要があります。ま

た、高地ではヤクによるキャラバンが可能です。
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とのことである。野菜にはこれといったものがな

く、 リンゴ(小粒 )、 木の実 (桑 の実 )や 薬草が

その部分を占めているようである。夜間は灯がな

く、非常の場合のみランプを使用するようである。

各家 (石 を積み重ねすき間に泥を埋める )の 外壁

には鹿の角が飾ってある。この意味は一つには魔

よけ、叉もう一つには、その家の主人の狩猟の腕

を誇るものとして飾ってあるようである。

いままで全く知られなかったこの地域の様子が

次第に知らされてきた。この地域もやがて、多く

の外国人が訪れることだろう。文化人類学や民族

学のこの上ないフィール ドとなると思う。



<ヒ マ ラヤ学入門  そ の 47>

ヒマラヤ関係資料の入手方法 ― その 1

稲  田  定  重

1.研 究 の 姿 勢

日本隊がヒマラヤの殆んど全域に何らかの足跡を印している現在、各地域の資料を得ることは昔日

に比 してはるかに容易になっている。カラコルムのシァチェン氷河流域の山々に日本隊が次々と初登頂

し、すばらしい写真がもたらされるなど、かつては夢想だにし得なかったことである。たしかに情報は

豊富になってきており、ハウツウを求めるなら別にそんなに資料の探索などしなくとも済むようになっ

ている。

けれどヒマラヤは単なるガイドブック片手に出かけて行くには余りにも大きく、広く、深い存在であ

る。先人の足跡、歴史、文化、自然など、通 りすがりの短かい時間ではとうてい深く知ることはできな

い。国内でできる限 り資料をあさり、勉強 して行くことは、まず出発までの時間を充実させるし、更に

現地での豊かな時間を持つことを可能にしてくれる。帰国後の実 りあるまとめにもなり、次への発展も

約束してくれるものである。まして、空白部といわれる地域や研究調査の分野をめざす場合、その行為

の成否は国内での研究の深浅によって決められるといっても過言ではない。

ヒマラヤにはいろんな楽しみ方、接 し方がある。 自分なりの分野を創造 し、そこに楽しみを見出せた

としたら至上の喜びであろうが、それも普段の勉強があってこそ生まれるものである。

私たちが接するヒマラヤはあくまでも「 アマチュア」としての立場においてである。アマチュアとは

何かといえば大上段になるが、要するにヒマラヤを生活の糧とはしない接 し方であり、「 楽しみ」とし

てのヒマラヤである。中にはアマチュアの領域を越える程に肉迫する方もあろうが、それはさておくと

する。楽しさを求めるためのものであっても勉強の過程では苦しみを伴ない、忍耐を要求されることも

出てくる。少なからぬ出費も必要とされよう。けれどそれも結局は得られる喜びを増幅 し、苦労は成果

となって自らに帰するものであることを考えれば納得できる。

勉強=研究は何もヒマラヤに関する直接文献だけにあるのではない。 ヒマラヤに想いを寄せる者なら

ば、自然、人文、社会科学等すべての領域から何らかの触発を受けるだろう。水平思考的発想はむしろ

そのような中から生れることが多い。「 ヒマラヤ学入門」としてこの「 ヒマラヤ」誌上に連載 してきた

ことすべてが、ヒマラヤを目ざす者ならば承知せねばならないことである。文献の分野そのものも立派

なヒマラヤ研究の対象になるほど奥深いものである。ここでは文献学などということではなく、直接ヒ

マラヤに関する資料に限定 してふれたい。

2.資 料 名 の 探 索

まず、研究しようとする領域に関していかなる資料が存在しているかを知らねばならない。幸いな

ことにこの段階の仕事は次のような秀れた基本文献の存在によって助けられる。資料の入手はまずこれ

らの基本文献の入手から始めると能率的である。

※ 資料探索上有益な基本文献

深田久弥「 ヒマラヤの高峰 1～ 3」 自水社、または、同「 ヒマラヤの高峰 l～ 7」 雪華社、薬師

義美「 ヒマラヤ関係図書目録 」、吉沢一郎他編「 世界山岳百科事典」山と渓谷社、G.0。 ディレンフルト

・諏訪多栄蔵訳「 第三の極地 」朋文堂、ケニス・ メイスン著・ 田辺主計・望月達夫訳「 ヒマラヤーそ

の探険と登山の歴史」白水社、登山講座別巻「 山岳事典」

これらは総括的な文献検索に直接役立つが、タクティクス、登撃技術、高所順化というような専門項

目からとらえるとすれば、それはそれでまた別な基本文献的なものを探すか、前記の基本文献を自分な

りに工夫して活用するわけである。研究の深化によって必要とする基本文献はさらにレベルアップされ

るもので、果てしない文献のジャンルが拡がってくるのである。なお前記の文献に出てくるのは大部分

ではあるが必要 とするすべてを引き出せるものではない。 (以下次号につづく )
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レス トハウス

_]墨Lセ イ ロン島の密林遺跡
法政 大 学 セィ
19751年 7月 10

ロン島 密林仏 跡 探 査隊
日発行 :限定 500部:¥1000

カトマンズとコロンボ (ス リランカ )間 に航空路が開設されるそうだ。 3月 16日 から週一便である。
かつてのスリランカは仏教の繁栄した土地であった。中でもシンハリー族出身パラクラマ 。バフ大王

の前後、ll世紀～12世紀にかけては仏塔を中心にした寺院、濯漑用の貯水池、水路、軍事砦が領内各地
に建造され国家運営が活発だった。日本でいえば平安後期から鎌倉初期にあたる頃だ。

しかし、その後、再び激化 した北方からのタミル族 (南インド出身 )侵 入によって国家は南へ移動す
る度に衰弱 した。最後のキャンディ王朝は英国によって滅亡する。 もっともシンハリー族自体も紀元前
にインドから侵入したアーリア系の民族であり、彼等はセイロン島先住民族のヴェダ族を制圧 した過去
を持っている。さて、王朝が亡び、各地に残された建造物は密林に埋没してしまった。現在、地元政府
により仏教遺跡調査が進められているが発掘復元までは及ばず、遺跡保存も十分ではない。比較的はか

どっているのは開拓のため再利用を計画している貯水池、用水路だという。
本報告書はそれらの仏跡と水利施設をマハウェリ川流域 (セ イロン島中央部を南から北へ流れる )に

探査した結果を収録してある。内容は、 a仏跡などの歴史と解説および隊の目的と成果、 b調査結果報

告、 c調査実際編、 d参考資料、の順に記載されている。全150ページ余の 3分の2以上を占めるbは 54

項目の調査地について個別に次のごとく報告する。①調査日、②スタソフ、③位置、④アプローチ、⑤
別名、伝説、一般情報、⑥全体的状況と位置関係、⑦各部分の状況、③考察、◎平面図と写真。 cは 日

記紀行文型式で遺跡以外のテーマ三つを語り現地の様子を側面から把握させる。ここは20ページ程だ。
dも Cと 同 じ位のページで、隊務報告をかね自分達が得た情報、経験を公開する。ガイ ド編であるから

現地で協力してくれた人についても詳細に紹介している。

ところで、探検部OBの隊長岡村 隆は計画前に一つの仮説を持っていた。 『 探検的行為志願者は

地理的探検の可能性がもう無いのだという通説をそのまま受取らずに、一度地理的探検の段階にまで引
き返 して行動 してみようではないか。その結果が今後の探検活動に役立つのではないか』 と。その対

象がマ川流域の古代シンハリー文明遺跡であったという。仮説第一段階の「 良い結果」は本書によって

証明されたわけであり、それは詳細な bの ほか dに よってもいえる。 dでは、たいがいの場合、発表を
ひかえてしまうようなものまで活字にしている。いわば、手品の種あかしなのである。そこに将来の第
二段階も証明できるような隊員の十分な自信を見るように思う。

地理的探検への回帰 (と 実行 )が彼らにとっては将来への一便法であっても、我々には刺激的だ。一

時代前の探検やヒマラヤ初期探検登山と規模を比較すれば見劣りしても当事者の感動は変 らない。知ら
れすぎてしまったという環境を嘆くより情報多量を逆手にとっての新発見ができる。手は じめに探検成

果を探検すればよい。岡村 らは新発見の遺跡を数力所記録に残 しひそやかな満足感にひたったと言う。
まだまだ地球上に知られていないことが存在するのだ。本書の 3分 の 2以上を占めるbか らヒマラヤ登
山報告書を考える。定型的報告書はc的方法によるページが 2分の 1ほ どを占めてしまい残 りがdと な
る。登山対象が地図の空白部といわれるような、比較的歩かれていない (少 なくとも日本人の行ってい

ない )土地にあるならばその形式も有効だが、現在はそういった対象がまれとなっている。登山報告書
は日程ごとの記述よりも登山方法そのものについての論考部を多 くしてよい。計画書における目的と結
果についての報告がアンバランス的だ。だが、最近、いかに行くかよりもいかに登るかがテーマになっ
ているから次第に変化していくのかもしれない。また、本書では、執筆者と編集陣の間で何を、誰相手
に、どのように主張するかよくわかっているのだろう。一般人まで読者になれる平易な文で書いている。
これも本書の特徴だ。発行元は本誌60号 本欄紹介の日本観光文化研究所。東京の右渓堂には昨年11月 よ
り在る。また同所発行の「 あるく。みる。きく」lll号が本報告書執筆者によるスリランカ特集で、こ
ちらは主に村人など人間中心のルポ。同一執筆者からさらに新鮮なマハウェリ川流域を引き出すことに

成功 している°               -15-                   (ひ )
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日本か らヒマラ ヤ か り

伊藤 裕明 様   岩手県宮古市 2月 15日

H&S大 作戦の うち、中国の北京からトンコウ、

タクラマカン沙漠、そ して、サマルカンドヘ通過

の計画があるようですが実現の可能性はあるので

しょうか、また、チベ ットヘの入域の可能性はい

かがですか。 もし、実現するな ら是非参加 したい

ものです。

★可能性はあります。現在、中国大使館と接渉

中です。はっきりしたら「 ヒマラヤ」誌上で報告

し、参加者を募集しますが、人員が限られた場合

はチベット研究会々員を優先 しますのでご了解下

さい。チベット研究会はもう2～ 3人の欠員はあ

るようです。詳しくはチベット研究会事務局にお

問合せ下さい

小野木三郎 様      岐阜市 2月 15日

私は、もともと登山そのものをスポーツとして

は考えてはおらない立場にあります。植物生態学

から、フィール ド・ ワークに従事し、Natural

Historyの 新 しい発展を願いつつ、しかも、歩

くこと、歩行文明のとりもどしとそれへの目覚め

こそ、現代日本人の緊急最大課題と、おおげさに

考えているひとりです。 自然への限りなき知的好

奇心……その心の内なる欲求にもとづいての行動

的体験こそ、人間には最大の宝物と考え、郷土岐

阜県内を主なフィール ドとしている15年 生教員o

昨春から、新設の「 岐阜県博物館 」自然担当の学

芸員になったもの、精神的には自称万年少年です。

その証拠に、とうとう少年時代からのインドゾウ

に抱くあこがれ?… …につられて、インド・ スリ

ランカのWild Life Sanctuary五ケ所を訪

ねたほどです。貴会の中には東ヒマラヤ研究会も

始動とか、私もヒマラヤ地帯は、その自然環境に

ついて、行ってこの目で見たい、調べたい……、

その知的好奇心は、今最先例に熱情として沸きた

っているところです。この次は、ヒマラヤ山脈地

帯へ……と、決めているところです。

CALCUT'rAか らアッサムのGAUHATIへ飛

んだ飛行機の窓から眺めた自銀の山 、々・……その

時から、事前勉強を始めているところです。

アッサムでは、MANAS WILD LIFE SA―
NCTUARYと KAZIRANGA WILD LIFE
SANCTUARYの ニケ所だけの訪間で したが、マ

ナスでは、ブータン側にのみいるG01den Lan―

gurを 探 し求め、15～ 6頭の集団に出会いま した。

(中略 )山 は、ただひたす らにその頂に立つた

めの もの……、そうい う思想オンリーだけではな

く、やは り、山をとりまく自然そのもの、そこに

住む人々の生活、 ヒトと自然 とのかかわ りをめぐ

る叙事詩……そうした知的な未知の世界へのあこ

がれを大切に したいと思 ってお ります。 (中 略 )

私のつたないこれまでの自然散索体験が「 歩い

て眺めて考 えて  植物社会の一等王国 (岐阜県 )

」 (教育出版文化協会・ 岐阜市 )と 題 して出版さ

れま した。 (中略 )

未知なる自然域への行動的体験への欲望に燃え

続けているつもりでお り、 ヒマラヤヘ ヒマラヤヘ

…… と日夜あせる心を押 えつつ、自分な りにあれ

これ調査 。研修 しているところです。

ネパール との美術交流

日本美術家連盟では、UNESCOの精神に則り、

アジア諸国 との美術交流 を深めるため、その第一

陣 として、画家の石川滋彦、前田常作両氏および、

連盟事務局長倉田平吉の三氏が去る 1月 7日 出発

し、ネパール、インド、ス リランカを訪れ、大き

な成果 を得て 1月 末帰国 した。

まず カ トマ ンズでは、大使館へ表敬の後、NA―

FA(ネ パール美術協会 )を 訪れ、書記長のMai―

na li氏 (彫刻家 )に 会見、不パール美術の現状に

ついて聴取、折柄NAFA館 内で開催中の Natio―

nal Exhibition(こ のところ毎年年頭半月位

開催 されている )や 同館内の StudiOを見学、又、

展覧会場でNAFA会員有志 と座談会をもった。こ

のあ とカ トマンズ市内にある美術学校見学、NA―

FA会員を期間中に数多 く訪れ懇談をした。通訳

は、 日本語学校の先生、 ヒムラ、プレム・ ラタの

お二人の手をわずらわせた。 カ トマンズ滞在 5日 、

インドに向った。   (藤 江 幾太郎 記 )
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佐 藤  優

① 52年 2月 20日 奈良教育大付属中学校で「 アフ

ガニスタンの山旅 」の映画会を開催、約30名 が

出席 した。

② 52年 3月 2日付、 毎日新聞近畿板に以下のよう

な報告書「 バダクシャンからヌーリスタンヘ」

の書評が掲載された。

『 副題はアフガニスタン北奥の踏査・登山となっ

ている。日本ヒマラヤ協会が昨年 6月 から8月 に

かけて派遣 したアフガニスタン登山隊 (有 田豊隊

長 )の遠征記録を、隊員の一人で奈良教育大付属

中学の佐藤優教諭 (37)が まとめた。

エベレス ト、マナスルなど8000″ クラスの巨峰

が並ぶネパールには、わが国からも多数の登山隊

が繰り込んでいるが、アフガニスタンは比較的な

じみが薄い。ネパールのように登山のために必要

なポーターや通訳を簡単に雇えない し、アフガニ

スタンの登山規則が複雑なためだ。この本は、そ

れらの障害をいかに して乗り越え、遠征したかを

詳細に記したもので、装備 リス トや会計報告も掲

載している。

遠征一年前から現地に飛んで事前調査。一方で

隊員たちは青森県の八甲田山で登山に備えて合宿、

研修会を繰 り返 した。こうして昨年 6月 28日 、 9

人の隊員が羽田を出発。パキスタンに入国したあ

と、陸路でアフガニスタンの首都、カブールに入

り、 8月 22日 まで同国北部から南部にかけての山

岳を踏査、途中、コーイ・ プラ (5,360″ )に 初登

頂するなどの成果を挙げた。

週刊紙大、167ページ。定価 2,200円Э 日本ヒマ

ラヤ協会発行。 』

なお、HAJ事 務局の残部は僅少なので、ご

希望の方は早目に代金を添えてお申し込み下さい。

③ 52年 3月 5日  名古屋市栄中日ビルで映画と蝶

を中心とした報告会が盛大に開催された。なお、

蝶に関する成果は 3月 15日 発売の「 マニア」4

月号 (平凡社刊 )に カラーグラビアで特別企画

として掲載され、話題を呼んだ。

鈴 木 康 志

1976年 末に突然 と起 った運航中止、そ して 1月

に入 り事実上の倒産。かつて前例のない ことだっ

ただけに、報道機関の取 り扱いも大 きいものだっ

た。 (ベ トナム航空は戦争のため、最近の東アフ

リカ航空は政治問題のため運航中止 )。 以前から

この社は格安で航空券を売 っていたためフライ ト

も常に満席に近い状態であった。東京/バ ンコッ

クが往復で 7万円 とか 8万円。東京/ロ スアンジ

ェルスが13万 円とか信 じられないよ うな金額であ

った。会員の方でも利用 された方がた くさんいた

と思います。

格安航空券には、必ずいくつかの条件が付きも

のです。例えば、絶対にREFANI)(払い戻 し )

が効かない。他社への乗 り換 えがで きません。 こ

れは今でも変 っていません。 このような条件 とい

うのは、いわば トラブルの可能性 とい うものでし

ょうか。つまり格安航空券を購入す る場合には、

トラブルの可能性 も一緒に購入 した とい うことで

す。そこで文句をいうのは、バーゲン品を買って

す ぐこわれたとクレームをつけるの と同 じで文句

をつける方がおか しいわけです。そ して現実に起

った場合には、 アジアやアラブの国々の会社 (

一般会社も含めて )と い うものは、つぶれて当り

前とい うのが常識的な考 えですか ら、つぶれても

決 してあわてず、いかに責任をのがれようと考え

ます。今度のエアーサイアムも良い例です。つぶ

れてか ら何もかも政府が悪いとわめきたてました。

会社がこんな調子ですから、当然、その政府も神

経が太 くなければな りません。政府が 2週間位静

観 したのもうなづけます。

いずれにしても航空券に限 らず何事か起 ったら、

自分でできることは極力自分で後始末をする、そ

うい った心構えがなければ、海外旅行はできませ

ん。お客様は神様 とい うような考 えを持 っていた

ら、 とんだ目に合 うことも肝に銘 じてお くことで

す。そ して航空券 も格安な らサー ビスも格安です。

今度のこの事件は色んな意味を含めて、良い教

訓になったようです。

ヒマラヤ」年間講読料 (会費 )納 入のお願い

HAJの活動の源となるのが皆様の会費です。未納の方は封筒の表に「 前金切れ」の赤字が印刷して
あります。至急、納入して下さい。振替「 名古屋 21645日 本ヒマラヤ協会」をご利用下さい。
行きちがいに納入いただいた方がありましたらお許し下さい。なお、納入ない場合は「 ヒマラヤ」

の発送を停止させていただきます。
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小チベットと呼ばれるラダック、民族的にもチベット人 と変わ らない人々が住んでい

ます。主都 レーは、標高 3,600%ほ どで、冬は極地並の寒 さになり、その生活環境はか

な り厳 しいものです0そ うした中でラダックの人たちはチベ ット文化を絶えさず守 り続

けてきました。また、ザスカール山群と呼ばれるのはラダックの南にあり、 5,～ 6,000

%級のピークのある山群です。 これらの地域 を トレッキングするには、ネパールのよう

に簡単に行かず、食糧も入手が困難で、ポーターもなかなか集 らない状態です。厳 しい

旅 をするという覚悟が必要です。それがまた トレッキングの原点 といえる楽 しさかも知

れません。

※ 9日 間の方は打合せの上、現地事情も加味 してス リナガル とその周辺に変更する場

合 もありますO

<日  程> (定員各 20名 )

HAJラ ダ ックの旅

く<<<<<<<<<<<<<<<<<
秘境小チベット.ラダック

と未知なるザスカール山群ヘ

>>>>>>>>>>>>>>>>クク
《TIBE■》

D フ リ ー 9
費用 :234,∞0円

E 小登山コース

コ ー ス 期 間 出発 日 費用円 添 乗 員

A 9日 間 8月 7日 329,000 有

B 14ErEllAE ZB 372,000 有

C 19日 間 8月 4日 372,000 前半のみ

D(フ リー) 28日 間 8月 14日 234,000 な し

E(登 山) 19日 間 8月 4日 450,000 有

日間 8月 7日 発 ,14日 間 8月 7日 発 ,19日 間 8月 4日 発 ,28日 間 8月 4日 発

添乗員 :無  東京・ スリナガル往復航空運賃と途中の滞在費 (デ リー)2泊分を含む。

ガイド・添乗員:有  19日間 ,8月 4日 発 , 費用 :45万円(個人費用を除く一切の費用含む)

=詳 細 は打 合 会で =
-18-

A B C 都市名 時 刻 交通期間 概 要

羽田より空路にてイ ンドヘ。夜、ニューデ リー到着。到着後

ホテルヘ。

東
ア

示 示

リ

12:50

22:35
AI 301

2
デ リ ー

スリナガル

10:30

12:35
IC 421

ニューデ リーより花と水の都ス リナガルヘ。着後、ハウス・

ボー トヘ。

ス リナガル 滞    在 トレッキ ング諸準備。

ス リナガル

カ ル キ'ル
車 早朝、車にてカルギルヘ。 (テ ントまたはレス トハウス泊 )

4
)J)v+)v
V_ 車 早朝ラダックの主都 レーヘ向う。夕刻 レーヘ到着。

5 6 6 レ 滞    在 レー市内観光、テ ィクセ寺、ヘ ミスゴンパな どを見学する。
バザールで買物を楽 しんで下さい。

7 レ 滞    在

8 8 レ トレッキングや調査に出発

*到着後 8日 間の昼食より、帰国前々日の昼までの各自の責任 と費用で行動 して

いただきます。 ジープやガイ ドの手配などはお手伝い します。 (9日 間を除 く)

*ザスカール山群の トレッキ ング、ラダック周辺の調査など充分にお楽 しみ下さ

い。  
′

*帰 国 前々日にはス リナガルの指定 された宿舎に帰れるように余裕 を見て日程 を

立てて下 さい。

11 ⑩ ス リナガル 帰   着 指定宿舎に 16時 までに帰着。

7 12 ⑫
スリナガル

デ リ ー
13115
15:10

IC 424 空路にてニューデ リーヘ戻 ります。

８
Ｉ
Ｖ

１３

И

⑤
⑩

ア́

十
果

一
一示

18:55
11:20

AI 306 午前中=自 由行動。夕刻の便にて羽田へ。通関後解散。



く お 申込 み 方 法 ≫

*下の「 申込み書 」に、申 し込み金 50,000円 をそ
えてお申込み ください。なお、お申込み金を除い

た総費用は出発 l力 月前までにお支払いねがいま
す。
*取 消料 お申込みの後、お客 さまのご都合によ
り参加をお取消 しにな られる場合は、下記の取消
料をお支払いいただきます。
①出発2カ月前以降～ 2週間まで… 50,000円 ←理金全額)

②出発2週間前以降～3日前まで・̈ 旅行総費用の30%
③出発3日前以降～当日まで……旅行総費用の∞%
④出発以後……………・…・・…・…旅行総費用の全額
なお、当社の責任とならない各種ローン取扱い手
続上の事由およびその他渡航諸手続上の事由によ
り参加が不可能になった場合も、上記取消料を申
し受けます。
また、お取消時にすでに渡航手続開始または終了
している場合は、上記取消料のほかに、渡航手続
所要実費をお支払いいただきます。
また、所定の取消料は、お申込み時点の如何を間
わず適用されるものです。

≪ 旅 行 条 件≫
*参加費用は昭和52年 4月 1日 現在を基準にして
おります。将来、航空運賃、為替相場などに変更
があった場合は経費を変更いた します。定員に満
たない場合は旅行を中止することがあります。
*旅行費用に含まれるもの

∩齢力:雷管…旅程に明示した航空機エコノミーク
V′υL工母貝 ラスの運賃

②その他の輸送機関運賃…
撃褒折窪奮

された 交通

③宿泊料金…辱卍皇レ看藝撃
:Tの 1級ホテル

④食事料金…全行程 3食付
⌒舶立出m_旅程に明示した観光およびそれに必∪酬ノL員 用…

要な入場料、ガイ ド料など
⑥手荷物料金… 1人 20 kg

⑦ガイド・ ポーター料
③添乗員経費
⑨団体行動中の税およびサービス料
*旅行費用に含まれないもの

渡航手続費/旅券印紙代/査証料/予防接種料/
空港税/旅行傷害保険料/超過手荷物料金/そ の
他日程に明記されていないあらゆる行動の費用お
よび食事料金、また電報料、クリーニング代、お
みやげ代など個人的費用のすべて
*く わしい旅行条件は別途にお渡 しする〔旅行条
件書 〕〔旅程表 〕および株式会社 トラベル ●ジャ
バンの旅行業約款によります。

【トラベル・ジャバン

の場所】

≪ ご 注  意 ≫

①発展途上国、特殊地域では政治、経済、治安な
どの事由により、予定の交通機関、宿泊施設な ど
が一方的に突然変更されたりする場合もあ り、天
候も含めた現地の事情が変 りやすいため、旅行 日
程はその時々の条件によって変更 されますが、払
戻 しの対象にはな りません。
②旅行中、天災・ 火災・不慮の災害 。政府および
公共団体の命令。政変・ ス トライキ 。戦争・暴動
・疾病・隔離 。税関規制など不可抗力の事由によ
り生 じた損害・盗難・詐欺・暴行・ 疾病・傷害な
ど・旅行代理店の責任外の事故による損害、また
お客さまが法令もしくは公序良俗に反する行為を
行なったために生 じた損害については責任を負い
かねます。
③参加者に病気、あるいは事故などの発生 した場
合は、主催者の判断によって、医療施設などの完
全な場所にヘリコプターなどを使用 し、迅速に当
事者を収容いたしますが、それに要 した費用は、
すべて当事者に負担 していただきます。
④航空機運輸上の都合、その他の理由により旅行
の実施が困難な場合、その旅行をとりやめること
があります。また、申込者が最低催行人員に満た
ない場合は、旅行費用の変更もしくはその旅行を
中止することがあります。

≪申込みおよび旅券申請に必要な書類≫

(1)申 込 金 50,000円
(2)申 込 書 l通
(3)戸籍抄本

叢,4][:ぁ『
以内に本籍より

(4)写   真 5葉 (パ スポー ト用写真、 5翻 ×
5翻 。背景無地・ 正面脱帽・ スピー
ド写真不可 )

(5)住 民 票 l通 (最近 6ケ 月以内に現住所の
市、区役所より取 り寄せたもの )

壼
妻
敢

綸

空

旅 行 参 加 申 込 書

申込み金 50,000円 をそえて、下記ツアーに参加を申込みます。

ス  名

ご 希 望 の 出 発 日

ご 氏 名 (ふ りがな )

ご 住 所 。電 話 番 号

ご勤務先等ご連絡場所

男・女年令   才c)

會

曾

|   |

1日 劇 |

LC
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インド●ヒマラヤの第一人者である J. シン氏

(エア。インテア、登山・トレッキング部長 )を むか

え、水野勉氏 (中央アジア研究家 )の講演もお願

い し、下記のような日程 (案)で講演と映画の会を

開催します。多くの皆様の参加をお願いします。

主な内容

講演 「 インド・ ヒマラヤの魅力」J.シ ン氏

(資料配布・通訳つき )

講演 「 シルクロー ドの山と人」 水野 勉氏

(東京・ 小山・郡山のみ )

映画 シルクロードまたはヒマラヤの映画

入場料 大人500円 小人(中学生以下)200円

入場券は各地区責任者を通 じて購入して下さい。

HN名 古屋に代金をそえてお申し込みいただけれ

ば郵送 します。 2,000円 までは切手で結構です。

入場券の送料は i田LJで負担 します。

日  程 い)講演と映画の会

7月 24日 (日)17時oo～ 19時 30「 名銀ホール」

7月 25日 (月)18時00～20時 30「清芳幼稚園大ホール」

7月 26日 ω 18時 ∞～20時 30ロロ』革島N観所
1会
館」

7月 27日 因 18時 00～ 20時 30「 八戸商工会館 」

7月 30日 0 14時 00～ 16時 30「 帯広市勤労者福祉

センター」

7月 31日 (日)18時 00～ 20時 30「涸 ‖市民文化会館 」

8月 1日 帆)18時00～20時 30「 北海道新聞社ホール」

8月 3日 因 18時 Oo～ 20時 30「 日本交通協会

大会議室」

0)北 海道花と山の旅

7月 28～ 8月 1日 まで上記日程を追って北海道

中央部を車で旅 します。

◇ 7月 28日 苫小牧 (2h/68ん″)→新冠ユ~ト ピア牧

場 (武田牧場長より名馬“ノイセーコ~"の話を聞く)

夜は牧場産の羊肉バーベキューの食べ放題。

宿泊 :ユ ートピア・ ロツジ

◇ 7月 29日  新冠 (3し/130ん
")→

様似町→アポイ岳

登山 (登 り3時間、下り2時間 )→ アポイ山麓

アポイ岳  日高山脈のいちばん南にあるこの山0106

m)は海霧の影響をうけるので気温が低く、高山植

物のお花畑が美しく、珍 らしい種類も多い。頂上か

らはきびしい山容の南日高の山なみが遠望され、ま

た、美 しい海岸線も望まれる。

◇ 7月 30日  アポイ山麓 (n/29腸 )→エ リモ岬 (4h

/132た7)→帯広(集会後 )→ (1.拗/50んD糠平

エリモ岬から帯広へ 北海道南端にあるエ リモ岬は、

なだらかな丘陵がするどく海に没し、黒潮 と大地の

接点となっている。ここか ら黄金道路を走 り、車窓

から入る波 しぶきをあび帯広へむかう。帯広から大

雪山山中にあるウペペ山の見る人造湖のほとり、糠

平温泉に到着する。

◇ 7月 31日  大雪高原→大雪ダム→層雲峡→ (ロ ー

プウェイで黒岳往復 )(3h/90κ″)→旭川

◇ 8月 1日  旭川→十勝岳の望岳台→吹上温泉→十

勝岳温泉(鈍/230勧 )→札幌

札幌 北大クラーク会館で昼食後、北大低温研究所

を見学 (映画と説明 )。 北大構内、植物園など見学。

18時からは北大教授の特別講演を含んだヒマラヤ集

会を開催。終了後、有志でサッポロビール園でジン

ギスカン料理 と生 ビールの飲み放題で北海道最後の

夜を楽 しみます。 8月 2日 は自由参加。

費用 実費をいただきますが、交通費、宿泊費、食

費、観光費を含めて 1日 当り大人7,000円 、子供

5,000円位を考えておいて下さい。

(C)洋上ヒマラヤセミナー

なお、上記の日程に合せて下記のフェリーによる

「 洋上 ヒマラヤセミナー 」を開きます。

7月 27日八F港発22時 00→苫′」敢着28日 09時 30-¬
(東 日本フェリー)        合

7 n26a E 1sH00 ffi

( ― )

③ と③を組合わせた北海道の山旅とヒマラヤ洋上

セミナー(札幌で解散 )に 関する費用は実費をいた

だきます。フェリー、宿泊などの手配は事務局でお

こないます。これに参加希望の方はHAJ名 古屋事

務所へお問合せ下さい。
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C¨ AIUの トレッキング用海外旅行保険―
この保険は、 トレッキングをふくむ旅行期間中のケガや病気による医療費、死亡金をお支払いいた

します。ただし、ザイル、ピッケ′ヽ アイゼンなどを使用する登山行動中の事故はカバーいたしません。
保険料はタイプおよび期間で決ります。 3タ イプのうち 1タ イプをお選び下さい。申込書の「 旅行

目的」の欄に「 Trekking」 とタイプ名 (A、 B、 C)をお書き下さい。申込書は地Ч名古屋事務所にあ
りますので、出発前 1カ 月以前にお問合せ下さい。

保 障 の 内 容 Aタ イプ Bタ イプ Cタ イプ

傷

害

死亡 ◆後遺障害 500万円 1,000万円 2,000万 円

傷 害 治療実費 200万 円 250万円 300万円

疾

病

疾 病 治療実費 200万 円 250万円 300万円

疾 病 死 亡 500万 円 500万円 500万円

保 険 料 金

保 険 期 間 Aタ イプ Bタ イプ cタ イプ

8日 ～ 10日 間 迄 12,150円 18,910円 30,760円

11日 ～ 14日 間迄 12,650円 19,610円 31,760円

15日 ～ 17日 間迄 12,960円 20,020円 32,320円

18日 ～ 21日 間迄 13.510円 20,820円 33.520円

22日 ～ 24日 間迄 13,920円 21,330円 34,180円

25日 ～27日 間迄 14,490円 22,160円 35,410円

28日 ～ 1カ 月間迄 14,740円 22,510円 35,910円

なお、保険期間の数え方としては、初日は算入しません。たとえば
■月10日 から11月 24日 までの旅行ですと、保険期間は14日 間_ま た、
普通の観光などを目的とした海外旅行のための保険も扱つています。
保険料は上記の約 しイ3になつています。

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしております

ッアー名

★ シ ル ク ロー ド 6,000キ ロ

★ 不パ ー ル と ア フ ガ ニ ス タ ン

↓砂漠の国 ァフガニス タンと最
ス

後 の桃源境 フンザ

★大 ペルシ ャとアフガニ ス タン

―
お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で

一

一 般 登 録 372号

閉 トラベル ジャパ ン
〒 :00 東京都千代 田区有楽町 2-2-i
ラクチ ョウビル 5貝  電話 (03)572-146i
担 外池 。小島・丹羽・藤本

小 チベ ッ ト ラダ ックヘ ベース料金 234,000円
〔東京・ デリー・ スリナガル往復 ,デ リー宿泊料金〕

8月 4日発 :19日間 ,28日 間/8月 7日 発:9日 間,14日間/各 20名
現地費用は別途(例D9日 間/3食 ホテル付観光含95,000円

ヒ マ ラ ャ で お 正 月 を ベース料金 212,000円
〔東京・ カトマンズ往復 ,デ リー及カルカッタの乗継代含〕

12月 25日発 :28日間/12月 26日発 :14日間/12月 29日 発 :8日間/各 20名
現地費用は別途例 8日 間/3食ホテル付観光含74,000円

以上は いずれも 52年 4月 1日 を基準 に して い ます 。現地 事情 その他 で変更 す る場合
もあ ります。

主催 8ト ラベル・ ジ ャパ ン (株 )一 般 登録 372号・ 取扱主任 … 外ノ池 ,愉平

〒 100 :東京者lζ 千イ
~t田

区有楽 [l丁 2-2-1 ラクチ ョウビレレ5F TEL574-0241



昭和51年 5月 9日 第二種郵便物認可 (毎月 1回 1日 発行 )

編

　

集

「
ヒ

マ

ラ

ヤ

」
編

集

委

員

会

　

東

京

事

務

所

″

移

車

中

に

´
´
き

湿
一一う

に

陪

材

ろ

ま

サ

‐

週

縦

日

黎

世

厘

苺

彩

刃

´

素

開

セ

ｔ

ま

す

」

大
自
然

の
神
秘
と
雄

々
し
さ
、

ガ

ッ
ツ
な
ト

レ

ッ
キ

ン
グ
ー

ー
ヒ

マ
ラ
ヤ

東

は
ブ

ー
タ

ン

・
シ

ッ
キ
ム
か
ら
、
西

は
ガ

ル
ワ
ー
ル

・
ラ
ダ

ッ
ク
、
そ
し
て
カ
シ
ミ
ー
ル

ヘ
と
三
千
キ

ロ
。

実

に
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

・
ア
ル
プ

ス
の
二
倍

で
す
。
雄
大
な
八
千

メ
ー
ト
ル
級

の
巨
峰

の
連
な

る
ヒ

マ
ラ
ヤ
を
自
分

の
足

で
踏

み
じ
め
、
自
分

の
肌

で
感

じ
る

ワ
イ

ル
ド
な
ト

レ

ッ
キ

ン
グ
は
、
ど

の
レ
ジ

ャ
ー
も
及
ば
な

い
ス
ケ

ー

ル
の
大

き
さ
と
心

の
安
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

ノ

ー

・
公

害

時

間

に
追

わ

れ

、

人

間

関
係

の
わ
ず

ら

わ

し

さ

に
悩

み

、

た

ま

に
は
ＩＬ

事

か

ら
逃

げ

出

し

た

い
と

思

っ
て

い
る
都

会

の
ビ

ジ

ネ

ス

マ
ン
達

。

彼

ら

に

こ

の

と

マ
ラ

‐ヤ

山
魔

の
魅

力

を

教

え

て
あ
げ

て

く

だ

き

い
。

８

０

０
０

ｍ
級

の
巨

峰

が

連

な

る
大

自
然

の
景

観

。

斜

面

一
帯

を
華

や

か

に
色

ど

る

花

園

の
美

し

さ

。
海

抜

４

８

６

５

ｍ
、
常

に

雪
塊

や
水

塊

を

た

た

え

て

い
る

ア

ル

ハ
ル

ウ

ッ
ト

湖

の
神

秘

的
な

静

け
さ
。
す

べ
て
が
伎

ら

の
求

め

て

い
る
超

現

実

的

な

世

界

で
す

。

ダ

ー
ジ

リ

ン

ヒ

マ
ラ

ヤ

の
リ

ゾ

ー

ト

タ
ウ

ン

「
ダ

ー
ジ

リ

ン
」

は
海

抜

２

１
３

４

ｍ
の
高

地

に
あ

り
ま

す

。

イ

ン
ド

の
上
流

階

級

や
外

国

人

た

ち

の
別
荘

も

多

く

，

健

康

的

な
雰

囲

気

に
あ

ふ
れ

た
街

。

こ
の

ダ

ー

ジ

リ

ン

の
南

東

わ
ず

か

Ｈ

キ

ロ
の
地

点

に
あ

る

タ
イ

ガ

ー

・
ビ

ル
か

ら
望

む

カ

ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン

ガ

（世

界

第

３

位

）

や

エ
ベ

レ
ス

ト

の
偉

観

は
、

文

■

通

り

世

界

最
高

の
も

の
。

見

る
人

の
心

に
衝

激

に
も

近

い
感

動

を

与

え

ず

に
は

お

き

ま

せ

ん
。

シ

ッ

キ

ム

ご

く

最

近

ま

で
鎖

国

状

態

で
あ

っ
た

シ

ノ

キ

ム

ヘ
入
境

す

る

こ
と

が

で
き

る

よ
う

に

な

り

ま

し
た

。

観

光

客

の
ほ

と

ん

ど
な

い

現

代

の
「
眺

源

境

」
と

は

こ

こ

の

こ
と

で
す

。

工
吉

を
中

心

に
神

秘

の
国

が

、
静

か

な

た

た
ず

ま

い
を

見

せ

て

い
ま

す

。

ダ

ー

ブ

リ

ン
か

ら

の
途

中

に
あ

る

カ

リ

ン

ポ

ン

の
町

も

、

長

期
滞

在

に
向

い
た

静

か

な

リ

ゾ

ー

ト
。

買
物

も

楽

し

い
思

い
出

に

な

る

で

し

ょ
う

。

〔
註

〕

シ

ッ
キ

ム
入
境

の
場
へ
”
は
イ

ン
ド

の
ビ

ザ

と

は
別

に
特

別
許

‐，Ｆ
が

必

要

で
す
。

詳

し

く

は

エ
ア

・
イ

ン
デ

ィ

ア
に
お

問

い

合

せ
く

だ

さ

い
。

ガ

ル
ワ

ル

・
ト

レ

ッ
キ

ン
グ

ガ

ル

ワ

ル

地

区

は

、

デ

リ

ー

の
北

束

約

４

０

０

キ

ロ
の
地

点

に
あ

り

、

１

９

７

４

年

７
月

か
ら
外

国

人

に
解

禁

さ

れ

ま

し

た
。

ナ

ン
ダ

デ
ピ

ー

（７

８

１

６

ｍ
）
や
、

ガ

ン

ジ

ス
川

の
源

流

近

く

に
あ

る

と

ン
ズ

ー
教

の
聖

地

を

た

ず

ね

る
ト

レ

ッ
キ

ン
グ

や

、

高

山
植

物

の
宝

庫

″花

の
谷

″
ヤ
４

０

０

０

ｍ
を

こ
す

山

岳

湖

へ
の
旅
が

楽
し

め
ま
す
。

テヘラノ
モスコー

コ

コ

阪

京

レ

ン

大
東

ホ
バ

スアババ
アテン

スカ ント
ドウ′ヽイ
アプダビ

ドーハ
ダーラン

一

ル
．フ

タ

一
ン

一　
ル
ボ
ル

ニ
ス
カ
ガ
ラ

ド

一
ヤ
ン
ア

シ
パ
ジ
ン
ク ,レモーリシャス

ガド軍輩爾瞬渕鰊趾:艦ill

カトマンズ)

確 ilT~・ …́ …

カイロ
ベイルート
クエイト
ハーレン

アディ

■
‘

|`):

てた|=
:1■10




